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5年ぶり11度目のセンバツ出場へ

世界文化体験開催



建学の精神
「神を敬し、人を愛する」

カトリックの精神に則る道徳教育を施
し、高尚なる人格の完成を期し、現代社
会が要請する有為の人材を育成すること
をもって目的とする。  （寄附行為 第３条）

	 3	 令和６年「八戸学院新年の集い」を開催

	 4	 八戸学院地域連携研究センター
	 	 〜教育期間として地域連携の役割を〜

	 6	 スポーツ局主催
	 	 八戸学院 スポーツチャレンジ・スポーツクリニック2023

	 8	 世界文化体験
	 	 〜手作り餃子を食べながら二胡と箏の演奏を聴こう〜

	 9	 	ひろみちお兄さんがやってきた！
	 	 運動遊びのすすめと10年後の健康のために

	10	 八戸学院TOPICS

	12	 ステラが行く

	13	 ステラ・フォーカス

14		 全国への挑戦 2023

	16	 八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部
	 	 地元を担う人材育成に向け協定を締結

	17	 職員ファイル

	18	 新たな想いを美保野にて

表紙
　5年ぶり11度目のセンバツ出場が
決定しました。待ちに待った吉報に
ナインは喜びを爆発させ、「目標は全
国制覇」と闘志をみなぎらせました。

●八戸学院大学
　TEL 0178-25-2711
●八戸学院大学短期大学部
　TEL 0178-25-4411
●八戸学院地域連携研究センター
　TEL 0178-25-2789
●八戸学院図書館
　TEL 0178-30-1695
●八戸学院光星高等学校
　TEL 0178-33-4151
●八戸学院野辺地西高等学校
　TEL 0175-64-4166
●八戸学院幼稚園
　TEL 0178-34-5765
●八戸学院聖アンナ幼稚園
　TEL 0178-45-3670
●八戸学院第二しののめ幼稚園
　TEL 0178-25-2488

https://kosei.hachinohe-u.ac.jp/
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プロ棋士を目指して

　

法
人
の
恒
例
行
事
で
あ
る「
八
戸
学
院
新

年
の
集
い
」
が
本
学
院
の
関
係
者
２
２
０
名

の
参
加
を
得
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

法
官
新
一
理
事
長
は
年
頭
の
挨
拶
の
中

で「
た
つ（
竜
）
は
、
十
二
支
の
中
で
唯
一
空

想
上
の
生
き
物
で
あ
り
、
陽
の
気
が
動
い

て
万
物
が
振
動
す
る
の
で
、
活
力
旺
盛
に

な
っ
て
大
き
く
成
長
し
、
形
が
と
と
の
う

年
と
い
わ
れ
て
い
る
。
過
渡
期
に
当
た
る

法
人
に
と
っ
て
、
活
力
が
み
な
ぎ
り
、
大

き
く
展
開
す
る
年
と
な
る
よ
う
取
り
組
み

た
い
」と
述
べ
ま
し
た
。

令和６年「八戸学院新年の集い」を開催［1/7］

　八戸学院幼稚園の年長クラスに在籍している冨田真
秀（とみたまほろ）君は、3歳から将棋を始めて現在は７
級の腕前です。きっかけは家にあった将棋盤で、家族
も将棋好きだったことから一緒に遊んでいるうちにメ
キメキと上達し、今は小学校6年生までに初段か1級を
取得するのが目標です。
　毎週土曜日には道場に
通い、日曜日は大会に参
加、家でも20問ほどの詰
将棋をするのが日課です。

　将来の夢は、尊敬する羽生先生のようなプロ棋士
になることで、また叶うならば藤井先生と対戦したい
と毎日棋譜の研究に励んでいます。

八戸学院 NEWS〈CLOSE UP ！〉

感謝状の贈呈

法官理事長による年頭の挨拶

シンガーソングライター山本雅也さん（光星高校卒業）による
スペシャルライブ

八戸学院幼稚園
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活動の紹 介

特
集

　「八戸学院地域連携研究センター」（以下：地域連携研究センター）は、八戸学院大学および八戸学院大学短期大
学部が有する多様な専門性と人的・物的資源の地域活用を目的に設立されました。地域連携研究センターでは、
地域社会に関する研究・調査活動のほか、地域貢献活動の一環としてのワークショップをはじめ、公開講座や課
外講座などを展開しています。

１．「大学資産を活用したアートの学び事業」実践講座（八戸市受託事業）

　アートを通して考える「ウェルビーイング（WELL-BEING）」健康、幸福、福祉。国境を越えた実践的ワーク
ショップ＆セミナーを全３回シリーズで開催しました。第１回は、トルコのオンドグズ・マイス大学から講師２名
が来八し、国の紹介と地球環境を守る取り組みについて、直接お話ししていただきました。第２回は、戸田菓子舗
の戸田和博氏を講師に迎え、伝統文化とアート“和菓子”を体験し、四季を感じる和菓子を一緒に作り楽しみました。
第３回は、ウクライナとイギリスの講師をZOOMでつなぎ、お互いの国での活動を紹介しました。また、八戸高校
の生徒がロシアによるウクライナ侵攻に関し、私たちにできることとは何か～この戦争を地球最後の戦争にする
ために～をテーマに発表してくれました。

２．あおもり共創ビジネスプログラム（青森県受託事業）

　企業と学生等が共創により、企業を取り巻く環境や現状分析、課題の抽出を通じて、新たなビジネスや新商品
の企画開発に取り組み、その成果を普及することを目的とした事業で、青森県内の弘前大学、青森公立大学と本
学の３大学でそれぞれの地域の企業と取組みを行いました。本学は、IT教育とDX化事業の開発とアワビ貝を活
用した新商品の開発をテーマとして、学生が企業の理解を深めるためのワークショップをはじめ、企業と学生に
よるアイディア出しや新商品・サービスの企画、販売戦略策定のワークショップを実施し、学生が企業と共に新
ビジネス、新商品の企画開発を試みました。

今年度の活動の総括と今後の展望について
地域連携研究センター長　堤　静子

　昨年度に引き続いていの受託事業である「大学資産を活用したアートの学び事業（八戸市）」と「あお
もり共創ビジネスプログラム（青森県）」については、さまざまな国、地域、多様な世代の方々と繋がっ
ていくこと、連携していくことを特に意識し、企画検討を重ねた結果、地域の方々にも大変喜ばれるプ
ログラムを創ることができました。また、コロナ禍も明け、これまで休止していた水産高校応援プロ
ジェクト関連についても活動が再開でき、八戸水産アカデミー高等教育部門（八戸工業大学、八戸工業
高等専門学校、本学）による成果報告会を開催することができました。今後も引き続き地域との繋がり
を大切に、教育研究機関として地域連携の役割を担っていきたいと考えています。

第１回　国の紹介と地球環境を守る取り組みについて　2023年9月16日（土）

第２回　伝統文化とアート“和菓子”をつくろう！　2023年11月5日（日）

第３回　～地域と世界をつなぐ・サステナブルな未来へ～【ハイブリッドセミナー】　2024年1月19日（金）

45



ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
レ
ン
ジ

ス
ポ
ー
ツ
ク
リ
ニ
ッ
ク

八
戸
学
院

ス
ポ
ー
ツ
局
主
催

　今年度も運動することの楽し
さを体験できるスポーツチャレ
ンジと、各種競技のパフォーマン
スの向上を目的としたスポーツ
クリニックが行われ、延べ420名
の小・中学生が参加しました。

2023

　八戸学院人工芝グランドで行われたかけっこ教室では、足の運びや腕の振
り方など、走り方のコツを伝授。また、うつ伏せの状態から走るなど、走りに
様々な動作を加えて運動することの楽しさを学びました。

ボルダリング教室

サッカークリニック

野球クリニック

かけっこ教室

陸上競技クリニック

　八戸学院トレーニングセンターにあるボル
ダリングウォールを使用して基礎的な動きを
体験。ボルダリング初挑戦の参加者が多く、緊
張気味の様子でしたが、最後に行われたミニ
ゲームでは見違えるほど上達していました。

　八戸学院人工芝グランドで開催。大学サッカー部の
指導者・学生がボールを蹴る・止める・運ぶなどの動作
について指導しました。普段は違うチームでプレイし
ている同世代と一緒にサッカーをする貴重な機会に
なりました。

　八戸学院室内練習場で行われた野球クリニックでは、野球部の指導者
や学生が投球・打撃フォームや捕球動作について指導しました。

　八戸学院室内練習場で行われ
た陸上競技クリニックでは、大
学の陸上競技部の指導者・学生
が基礎練習を中心に、姿勢や身
体の使い方を指導しました。競
技ごとに分かれた指導では、学
生が普段のトレーニングを紹介
する場面もありました。
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N
H
K
「
お
か
あ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
」
の
体

操
の
お
に
い
さ
ん
を
12
年
間
つ
と
め
た
佐
藤

弘
道
氏
を
講
師
に
特
別
講
座
「
運
動
遊
び
の
す

す
め
と
10
年
後
の
健
康
の
た
め
に
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

最
初
に
行
わ
れ
た
座
学
で
は
、
青
森
県
の

平
均
寿
命
が
男
女
と
も
に
全
国
47
位
（
最
下

位
）
で
あ
る
こ
と
に
触
れ
、
向
上
さ
せ
る
た

め
に
は
運
動
が
重
要
と
説
明
。
運
動
は
、
幼

児
期
に
運
動
習
慣
を
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
、

曖
昧
に
せ
ず
、
丁
寧
に
楽
し
く
指
導
す
る
段

階
指
導
（
あ
そ
び
～
運
動
～
ス
ポ
ー
ツ
の
流

れ
）
を
提
唱
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
健
康
」
で
あ

る
た
め
に
健
康
三
原
則（
運
動
・
栄
養
・
休
養
）

を
用
い
て
、
日
頃
の
生
活
に「
プ
ラ
ス
１
」
を

心
が
け
る
、
無
理
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
は
や
め
て

栄
養
（
食
事
）
を
取
る
、
寝
不
足
は
集
中
力
の

低
下
や
怪
我
の
原
因
に
つ
な
が
る
た
め
、
休

養
（
睡
眠
）
を
と
る
な
ど
ア
ド
バ
イ
ス
を
送
り

ま
し
た
。

　

座
学
終
了
後
に
は
、
幼
稚
園
・
保
育
園
の
普

段
の
保
育
に
す
ぐ
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
運
動

遊
び
を
学
生
と
一
緒
に
行
い
ま
し
た
。

ひろみちお兄さんがやってきた！
運動遊びのすすめと10年後の健康のために［11/30］

八戸学院 NEWS〈CLOSE UP ！〉

　
2
月
9
日
、
中
国
の
除
夜
の
日
に
、

国
際
教
育
局
が
初
め
て
開
催
し
た
「
世

界
文
化
体
験
」
イ
ベ
ン
ト
が
和
や
か
な

雰
囲
気
で
成
功
裏
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
地
域
の
方
８
名
、

八
戸
学
院
大
学
の
学
生
5
名
、
光
星
高

校
の
生
徒
13
名
（
そ
の
う
ち
中
国
の
留

学
生
が
6
名
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
中
国
本
場
の
水
餃

子
を
皮
か
ら
作
り
、
で
き
あ
が
っ
た
モ

チ
モ
チ
の
水
餃
子
を
食
べ
、
中
国
の
伝

統
楽
器
で
あ
る
二
胡
と
箏
の
演
奏
を
鑑

賞
し
な
が
ら
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

国
際
交
流
事
業
の
推
進
は
、
本
学
の
四

つ
の
柱
の
一
つ
で
あ
り
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト

は
学
生
・
生
徒
だ
け
で
な
く
、
地
域
の

方
も
国
際
感
覚
を
養
う
上
で
と
て
も
貴

重
な
体
験
の
場
と
な
り
ま
し
た
。
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① 張
ちょう

 博
はくけん

軒
② 天は人の上に
　 人を作らず

③人は生まれながらにして貴賤貧富
の別はなく、ただ学問に励むこと
が大切だと述べているから。

① 季
き

 天
てんげん

源
② 月夜には心が
　 落ち着く

③日本の環境はとても美しく、夜道を
歩きながら月と星が一緒に輝いてい
るのを見ると、子どもの頃を思い出
して懐かしい気持ちになるから。

① 夏
か

 心
し ん い

怡
② こんにちは

③この言葉で挨拶すると、これを
きっかけに友達になれるかもしれ
ないから。

① 蘇
そ

 佳
か ご う

豪
② 簡単

③中国語と日本語は同じ漢字を使
いながら意味が違う言葉が多い
中で、中国語と同じ意味だから。

① 潘
はん

 鋆
いんけつ

傑
② 自分を信じない
　 やつなんかに
　 努力する価値は
　 ない

③自分を信じて努力することは、自
分にとっての大きな力の源になる
と思うから。

① 劉
りゅう

 福
ふくせい

星
② 人生の最大の失敗は
　 成功しないことを
　 心配することだ

③はじめから失敗を恐れて挑戦しないこと
自体が人生の大きな失敗だと思うから。

八戸学院 TOPICS

　令和５年度文部科学大臣優秀教職員表彰式が、東京大学安田講堂において行われ、
本校教諭の三上晃先生が受賞されました。
　これは、優れた成果をあげた教職員の意欲を高め、資質能力の向上を図ることを
目的に平成18年度から行われてきた事業です。
　三上先生は、永年にわたり特別活動、部活動指導により生徒の育成に携わった実
績を評価され表彰されました。

　このたびは文部科学大臣優秀教職員という名誉ある賞を賜り、大変光栄に存
じます。
　これまでご指導いただきました先輩や同僚の先生方をはじめ、生徒、保護者、
地域の方々に深く感謝申し上げます。今回の受賞を励みに、今後も精進して参
りたいと思います。ありがとうございました。

三上　晃

八戸学院 TOPICS

令和5年度文部科学大臣優秀教職員表彰を受賞 【1/16】

第10回青森県総合学科研究発表会で研究成果を発表【12/25】

能登半島地震への義援金募金活動を実施
　生徒会では、「能登半島地震」への義援金募金活動を１月22日

（月）から１月26日（金）まで実施しました。この募金は、野辺
地町社会福祉協議会を通して、支援を必要としている方々に
送られます。
　今回の活動によって、野辺地西高校生徒会としてほかに何
かできることがないかを考えるきっかけとなりました。継続
的に考えて活動していきたいと思っています。募金活動への
ご協力、ありがとうございました。

　第10回青森県総合学科研究発表会が青森大学を会場に開
催されました。
　本校からは「校内学習成果発表会」で選ばれた、太田智博
教諭指導の「ジェンダー平等について」と題して、森川彩音
さん（３年）、中村瑠美さん（３年）、橋本優那さん（３年）が
発表しました。
　発表では、日本国内のみならず国際的にも重要なテーマ
である「ジェンダー平等」について、全校生徒にアンケート
を実施し、より身近な話題や自分たち自身にできることの
取り組みを紹介。一人ひとりがジェンダー平等に対する意
識を高めるために行動することの大切さを伝えました。プ
レゼンテーションではアンケート集計をグラフにまとめ、
分析した結果をわかりやすく伝える工夫をしていました。

光星高

光星高

　私たちは去年の10月に中国の南京師範塩城実験高校から転入しました。現在は湊高台キャンパスにある東雲寮で生活し
ています。八戸学院光星高校を卒業して、日本の大学に進学したいと思っています。先生や生徒をはじめ、たくさんの方々
から助けていただいています。これからもよろしくお願いします。

　第96回選抜高等学校野球大会の出場校を決める選考委員会に
おいて、光星高校の５年ぶり11度目のセンバツ出場が決定しま
した。中村校長がセンバツ出場決定の知らせを伝えると部員は
歓声とともに帽子を高々と投げ喜びを表しました。
　組み合わせ抽選会は３月８日（金）に行われます。

　第96回選抜高等学校野球大会出場の吉報を部員90名で
確かめ、喜びを分かち合うことができました。
　今年のチームは「明るく、前向きに」をモットーに沢山の
方々から応援していただけるようなチームを目指していま
す。そして何よりも揺るがない目標は「全国制覇」です。
チーム一丸となり、普段から明るく前向きなプレーでこの
目標に近づけるよう頑張ります。また、学校の先生方、生
徒の皆さん、地域の方々からの応援に応えられるようなプ
レーを心掛けて一戦必勝で挑みたいと思います。

硬式野球部主将　砂子田 陽士

　私たち自身の興味・関心から出発した研究の成果
を多くの方々の前で発表できました。緊張しました
が、とても貴重な体験となりました。他校の発表内
容も大変参考になりました。

森川 彩音さん（３年）

中国からの留学生を紹介

５年ぶり11度目のセンバツ出場へ【1/26】

自己紹介　①氏名　②すきな日本語　③理由

野西高

野西高

野西高
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八戸学院３幼稚園
マスコットキャラ

ステラが行く
vol.20  

ス
テ
ラ
・
フ
ォ

ー

カ
ス

　

令
和
5
年
度
、
本
園
で
は
法
人
に
提
出
し
た

3
つ
の
重
点
目
標
に
加
え
て
、「
ク
ラ
ス
間
・

学
年
間
の
交
流
の
促
進
」
を
第
4
の
重
点
目
標

に
定
め
ま
し
た
。
本
園
は
１
歳
児
ク
ラ
ス
と
２

歳
児
ク
ラ
ス
、
そ
し
て
３
歳
児
以
上
は
各
学
年

２
ク
ラ
ス
が
生
活
の
基
本
に
な
っ
て
い
ま
す
。

早
朝
と
午
後
の
預
か
り
保
育
の
時
間
は
混
合
に

な
り
ま
す
が
、
日
中
の
教
育
時
間
に
も
ク
ラ
ス

や
学
年
を
超
え
た
交
流
を
積
極
的
に
取
り
入
れ

る
こ
と
で
子
ど
も
の
経
験
を
よ
り
豊
か
な
も
の

に
し
た
い
、
ま
た
、
こ
の
こ
と
は
教
員
に
と
っ

て
も
良
い
影
響
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ま
し
た
。

　

担
当
者
を
ひ
と
り
決
め
、
毎
月
の
職
員
会
議

で
実
施
状
況
の
報
告
と
提
案
を
し
て
も
ら
い
ま

し
た
の
で
、
そ
の
内
容
を
少
し
ご
紹
介
し
ま
す
。

一
、
ク
ラ
ス
合
同
の
活
動

・
五
月
…
年
少
２
ク
ラ
ス
は
運
動
会
を
視
野
に

一
緒
に
お
遊
戯
を
導
入
し
、
み
ん
な
で
踊
る

楽
し
さ
や
雰
囲
気
を
共
有
し
た
。
そ
の
後
も

継
続
し
て
ホ
ー
ル
で
の
運
動
遊
び
を
中
心
に

合
同
の
機
会
を
多
く
設
け
た
。

・
七
月
…
お
楽
し
み
会
に
向
け
て
、
年
長
児
は

朝
の
自
主
活
動
、
飾
り
物
製
作
、
グ
ル
―
プ

活
動
な
ど
２
ク
ラ
ス
が
一
緒
に
活
動
す
る
場

面
が
多
か
っ
た
。
ク
ラ
ス
混
合
の
グ
ル
ー
プ

メ
ン
バ
ー
で
の
食
事
タ
イ
ム
は
、
顔
合
わ
せ

を
含
め
た
良
い
交
流
の
機
会
と
な
っ
て
い
た
。

二
、
ク
ラ
ス
間
の
行
き
来

・
五
月
…
年
中
児
が
朝
の
自
主
活
動
の
時
間
、

両
ク
ラ
ス
を
自
由
に
行
き
来
し
、
素
材
や
教

材
を
探
し
て
い
た
。

・
九
月
…
廊
下
も
開
放
的
に
使
用
し
な
が
ら
、

い
つ
で
も
子
ど
も
た
ち
が
交
流
で
き
る
工
夫

を
し
て
い
た
。

三
、
教
員
の
入
れ
替
え

・
六
月
…
年
中
児
で
は
副
担
任
や
補
助
の
教

員
を
日
に
よ
っ
て
入
れ
替
え
な
が
ら
朝
の
会
、

自
主
活
動
を
実
施
し
た
。
子
ど
も
が
ど
の
先

生
に
対
し
て
も
自
分
を
出
せ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
て
、
助
け
や
安
心
で
き
る
拠
り
所
が
増

え
た
こ
と
で
一
人
ひ
と
り
が
落
ち
着
い
て
き

た
よ
う
に
思
う
。

四
、
異
年
齢
で
の
交
流

・
夏
休
み
中
…
散
歩
の
際
に
自
分
よ
り
小
さ
い

子
の
手
を
取
り
、
率
先
し
て
ペ
ア
を
作
る
姿

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
年
長
児
の
中

に
年
少
児
が
一
人
二
人
交
じ
っ
て
遊
ん
だ
り
、

同
じ
テ
ー
ブ
ル
で
ぬ
り
絵
を
し
た
り
と
、
こ

れ
ま
で
よ
り
も
自
然
に
、
親
近
感
を
も
っ
た

か
か
わ
り
や
時
間
を
持
て
て
い
る
。

・
九
月
…
年
少
児
が
１
歳
児
ク
ラ
ス
、
２
歳

児
ク
ラ
ス
に
行
っ
て
参
観
日
の
ダ
ン
ス
を
披

露
し
、
小
さ
い
子
ど
も
た
ち
に
楽
し
ん
で
も

ら
っ
た
達
成
感
を
味
わ
っ
て
い
た
。

・
一
月
…
預
か
り
の
時
間
に
小
さ
い
子
が
折
り

紙
や
パ
ズ
ル
で
つ
ま
ず
い
て
い
る
と
、
上
の

子
が
「
や
っ
て
あ
げ
よ
う
か
？
」「
見
て
て
」

と
下
の
子
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
な
が
ら
関
わ

る
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

年
間
を
通
し
て
こ
う
し
た
試
み
を
続
け
た
結

果
、「
以
前
よ
り
も
ク
ラ
ス
や
年
齢
の
違
う
子
の

名
前
を
呼
び
合
っ
た
り
、
誘
い
合
っ
て
遊
ん
で

み
た
り
な
ど
親
近
感
を
も
っ
た
か
か
わ
り
が
増

え
た
」
そ
う
で
す
。
ま
た
、
隣
の
ク
ラ
ス
の
保

育
を
見
て
「
う
ち
の
ク
ラ
ス
の
子
に
も
試
し
た

い
…
」
や
「
一
緒
に
〇
〇
し
ま
し
ょ
う
！
」
と

い
う
教
員
の
声
も
聞
か
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
発
展
の
可
能
性
の
あ
る
こ
の
取
り

組
み
、
今
後
も
ぜ
ひ
継
続
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

八戸学院幼稚園

八戸学院第二しののめ幼稚園

「未就園児教室」
毎回大盛況！星の子キッズクラブ

お料理会で育む心

　例年開講している未就園児教室「星の子キッズクラブ」は、
今年度もチッチクラスとステラクラスの2教室を各18回実施
しました。チッチクラスは生後3ヶ月から1歳ぐらいが対象で、
マットの上をハイハイしたりつかまり立ちなど、お子さんの
成長のペースに合わせて遊びます。また、ステラクラスは1
歳ぐらいから入園前が対象で、好きな教材や教具で遊んだり

　今年度は学期に１回、お料理会を計画しました。
　食材に興味を持ち、料理をする楽しさを感じ、できたものを
皆で食べる喜びを味わうことをねらいとして取り組んでいます。
　一学期はリンゴゼリー、二学期は焼売を作りました。三学期
は初めてとなる縦割りグループでバレンタインにちなんだ料理
を予定しています。
　材料の中には苦手な食べ物がありますが、自分で調理をす
ることで、食べることに興味を持ったり、食べることができる
ようになったり、いつも料理をしてくれる家族や食材を作って
くれる人たちへの感謝の気持ちが育まれています。

八戸学院聖アンナ幼稚園
わたしたちもお役にたちたい！
　令和 6 年の幕開けに起こった能登半島地震。この
地震のニュースは、幼稚園児たちにとっても大きな出
来事でした。3 学期が始まり、登園してきた子どもた
ちに地震の話をすると、どの子も「知ってる、大変だっ
たんだよね」と、関心のある発言が多く聞かれました。
大きな地震が起こるとどんな被害が出るのか、家屋の
倒壊、津波、自分たちの住んでいるところに起こった
らどうしよう…、様々な話をしました。そんな中、全
日本私立幼稚園連合会と PTA 連合会で行っている募
金活動に協力をと、幼稚園の玄関に募金箱を設置しま
した。子どもたちは、お家の方と地震の話をたくさん
して、募金活動に協力してくれました。中にはお小遣

いや、お年玉の中から募金する子もいました。大変な
思いをしている方々に思い
を寄せ、自分たちに何がで
きるのか、幼稚園児なりに
考える機会となりました。

ダイナミックな造形など、幼稚園ならではの活動をしてい
ます。
　毎回20家族程度にご利用頂き、親子ビクスや運動遊び
そしてミニ運動会、時季に合わせた季節の制作のほか離
乳食教室なども行っています。
　本園では、これからも保護者の皆さまの子育て支援と
して、笑顔あふれる楽しい時間を過ごせる場の提供を目
指してまいります。

年少さんみんなでランチタイム大きい子も小さい子も一緒に頑張ります！お姉さんが教えてあげています

　降園時にはお料理会の話題で持ちきり
です。おうちでも「作ろうね」「おいしかっ
た」と家族の会話も弾んでいます。

八
戸
学
院
幼
稚
園

　
ク
ラ
ス
間
・
学
年
間
の
交
流
に
つ
い
て
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全国への挑戦2023

　今年は現３年生が入学した時から期待されていた学年で、東北
ブロックで優勝、全国でもベスト８に「もしかしたら」という気持
ちで頑張ってきました。結果は2回戦で留学生擁する京都精華学
園高校に73対65で敗れましたが、京都府予選ではインターハイ
２位の東山に４点差という実力のある高校に、最後まで接戦を演
じ、見る人の心を動かすようなゲームができたことに力を出し
切った充実感を得ることができました。

監督　佐々木彰彦

●令和５年度全国高等学校総合体育大会バスケットボール競技
●SoftBankウィンターカップ2023
　令和5年度第76回全国高等学校バスケットボール選手権大会

男子バスケットボール部

　私達は、９年連続で全日本大学女子サッカー選手権大会へ出場
いたしました。12月21日に青森空港を出発し、24日の初戦（相手：
活水女子大学 九州１位）を迎えました。会場はヤンマースタジア
ム長居で、国際試合などを行う会場です。気温が高く、選手も良い
コンディションで臨むことができました。結果は１-２で敗退して
しまいましたが、私達のサッカーを表現できることができました。

主将　橘朱音

●第78回全日本大学対抗選手権自転車競技大会（畑崎大輝、小原乃亜、松下彩也香）
●第63回全日本学生選手権トラック自転車競技大会（畑崎大輝、小原乃亜、松下彩也香、木田竜聖）
●JAPAN TRACK CUP（小原乃亜）　●APL GRAND PRIX（小原乃亜）

　JAPAN TRACK CUPやAPL New Zealand GRAND 
PRIXでは、大学や監督、顧問の先生、そして保護者
と、周りの方々のサポートがあり、自分の力を存分
に発揮することができました。
　特にAPL New Zealand GRAND PRIXは、私にとって
初めての海外遠征でした。海外でのレースには不安
もありましたが、支えてくださった皆様のおかげ
で、環境に順応し、レースに集中することができました。最高のパフォーマンスを引き
出すためのサポート、そして貴重な経験を積ませてくださった周りの方々には心から
感謝しています。本当にありがとうございます。これからもさらなる成長を目指して
頑張りますので、引き続き応援の程、よろしくお願いします。

人間健康学科　小原乃亜

自転車競技部

光 

星
大 

学

●IFSCボルダーワールドカップ2023（関川愛音）
　（八王子、ソウル、ソルトレイクシティ、プラハ、ブリクセン、インスブルック）
●ボルダー＆リードジャパンカップ2023（関川愛音）
●特別国民体育大会・かごしま国体（関川愛音）

クライミング部 ●第75回全日本女子サッカー選手権大会

女子サッカー部

●全国高等学校ゴルフ選手権春季大会（佐々木俊輔）
●2023年度全国高等学校ゴルフ選手権大会（佐々木俊輔）
●第３回ISPSハンダ・全国高等学校選抜チャレンジマッチプレー選手権大会（佐藤心々）
●2023年度日本ジュニアゴルフ選手権競技（佐々木俊輔）
●特別国民体育大会・かごしま国体（佐藤心々）

ゴルフ部

●アットホームカップ2023
　第21回インディペンデンスリーグ全日本サッカーフェスティバル

男子サッカー部

●第75回全日本学生バスケットボール選手権大会

女子バスケットボール部

●第96回全日本学生氷上選手権大会

アイスホッケー部

●第96回全日本学生氷上選手権大会
●第43回全日本学生スピードスケート距離別選手権大会

スピードスケート男子・女子

●第107回日本陸上選手権大会（灰玉平侑吾）
●第92回日本学生選手権大会（灰玉平侑吾）

陸上競技部

●全国高等学校スピードスケート競技選手権大会（佐々木さや）
●第47回全日本ジュニアスピードスケート選手権大会（佐々木さや）

スピードスケート部

●第42回全国都道府県対抗女子駅伝競争大会（4区 田中愛友里）

陸上競争部

●第66回全国高等学校
　選抜レスリング大会（中村瑛、中里紫聖）
●令和５年度全国高等学校総合体育大会
　レスリング競技大会（中里紫聖、藤村麻超、松田叶夢）
●2023年全国高校グレコローマン選手権大会
　（久保祐乃、佐々木晴琉、藤村麻超）
●特別国民体育大会・かごしま国体（藤村麻超、松田叶夢）

レスリング部

●第7回全国高等学校アイスホッケー競技選手権大会

アイスホッケー部

●第105回全国高等学校野球選手権大会

硬式野球部
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左から水野学長、千葉努校長（三沢高校）、坪宏至校長（八戸西高校）、杉山学長

　自分がどこまでできるか試したいという思いから、光星高校

硬式野球部に入部しました。３年生の時に主将として出場した第

82回全国高校野球選手権大会でベスト４入りを果たしたことは、

昨日のことのように覚えています。

　高校卒業後は宮城県仙台市の会社に勤務をしていましたが、縁

あって2011年４月から光星高校で硬式野球部のコーチに就任す

ることになりました。高校2年生の頃の「指導者になりたい」とい

う夢が叶う時がきました。

　勤務していた会社の退職が近づいてきた3月、東日本大震災を

経験しました。その時は「今の状況で、仙台から八戸に行ってい

いのか」と葛藤しましたが、上司から言われた「大丈夫だから、八

戸に行け」という言葉があり、八戸に帰ることを決断しました。

　震災から同じ年数を光星高校で過ごしており、毎年、東日本大

震災のことを思い出します。これからも、被災された方々の思い

や経験したことを活かしていかなければと思いながら日々頑張っ

ています。

　仕事や野球の指導をする上で、常に次のことを思っています。

・光星高校で経験したことを選手達に伝えたい。

・自分達が達成できなかった「全国制覇」を達成したい。

・光星学院に恩返しがしたい。

　これからも頑張りますので、よろしくお願いします。

小濱　巧聖
八戸学院光星高等学校

事務職員・硬式野球部コーチ

職員
ファイル

この年に開催された第 82 回全国高校
野球選手権大会で甲子園初勝利し、初
のベスト 4入りを果たしました。

2011年４月に光星学院高等学校
（現：八戸学院光星高等学校）
硬式野球部コーチに就任

2000年 8月

八戸学院大学・八戸学院大学短期大学部
地元を担う人材育成に向け協定を締結

八戸学院 NEWS〈CLOSE UP ！〉

　

八
戸
学
院
大
学
と
八
戸
学
院
大
学

短
期
大
学
部
は
、
青
森
県
立
三
沢
高

等
学
校
、
青
森
県
立
八
戸
西
高
等
学

校
と
相
互
の
教
育
で
連
携
・
交
流
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
高
大
連
携
の
協

定
を
締
結
を
し
ま
し
た
。
同
大
学
・

短
期
大
学
部
に
と
っ
て
は
、
県
立
高

等
学
校
と
初
め
て
の
連
携
協
定
と
な

り
、
今
後
、
高
校
の
総
合
的
な
探

求
の
時
間
な
ど
で
、
大
学
の
知
見
を

生
か
し
た
授
業
等
を
展
開
す
る
な
ど
、

将
来
的
に
地
域
を
支
え
る
人
材
の
育

成
を
目
指
し
ま
す
。

　

協
定
で
は
、
◇
生
徒
の
資
質
・

能
力
の
向
上
◇
教
職
員
の
情
報
交

換
◇
生
徒
と
学
生
の
交
流
◇
相
互

に
と
っ
て
有
益
な
事
項
に
関
す
る

こ
と
の
４
点
に
つ
い
て
締
結
。
締

結
式
で
は
、
水
野
学
長
は「
地
元
を

担
う
人
材
の
育
成
に
全
力
で
取
り

組
み
た
い
」
と
挨
拶
。
千
葉
校
長
は

「
オ
ン
ラ
イ
ン
等
で
助
言
を
い
た
だ

き
、
探
求
学
習
の
質
の
向
上
に
繋

げ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
」
と
期
待
を

寄
せ
、
坪
校
長
は「
大
学
に
あ
る
知

的
財
産
を
活
用
し
た
体
験
学
習
や

講
義
の
機
会
を
期
待
し
た
い
」
と
述

べ
ま
し
た
。
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新たな想いを美保野にて

学校法人光星学院
　理事　小林　眞

た
る
金
売
り
吉
次
に
命
じ
て
目
を
付
け
て
い

た
義
経
を
鞍
馬
山
か
ら
奥
州
に
連
れ
て
き
た

と
い
う
の
で
す
。
結
論
と
し
て
、
新
宿
と
い

う
街
の
定
礎
に
は
、
奥
州
の
金
属
採
掘
者
た

ち
の
隠
さ
れ
た
歴
史
が
深
く
か
か
わ
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
締
め
く
く
り
ま
す
。
鈴

木
九
郎
の
「
九
郎
」
も
源
九
郎
判
官
義
経
か

ら
き
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
よ
ね
。

　

中
沢
新
一
に
は
「
哲
学
の
東
北
」
と
い
う

素
晴
ら
し
い
本
が
あ
り
ま
す
。
宮
沢
賢
治
に

つ
い
て
書
か
れ
た
本
で
す
が
、
は
じ
め
に
あ

る
「
贈
与
す
る
人
」
か
ら
抜
き
書
き
し
ま
す
。

「
私
た
ち
は
、
は
た
し
て
宮
沢
賢
治
を
理
解

す
る
こ
と
な
ど
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

純
粋
な
贈
与
な
ど
を
、
み
ず
か
ら
の
も
の
と

し
て
、
生
き
る
こ
と
な
ど
が
で
き
る
の
で

し
ょ
う
か
。
ま
し
て
、
市
場
経
済
の
世
界
に

お
い
て
は
、
純
粋
な
贈
与
な
ど
は
、
か
え
っ

て
嘲
笑
の
的
で
す
。
し
か
し
、
喜
ば
し
い
こ

と
に
、
私
た
ち
人
間
の
中
に
は
、
い
ま
だ
に

『
贈
与
の
霊
』
の
呼
び
声
に
、
耳
を
傾
け
よ

う
と
す
る
も
の
が
後
を
絶
た
ず
、
そ
の
人
た

ち
は
日
々
、
宮
沢
賢
治
を
再
発
見
し
て
い
る

の
で
す
。」

　

そ
し
て
、
こ
の
本
の
中
に
八
戸
が
出
て
き

ま
す
。
そ
の
部
分
の
中
沢
新
一
の
言
葉
で
す
。

「
だ
っ
て
、
東
北
ぐ
ら
い
ユ
ダ
ヤ
と
深
い
つ

な
が
り
の
あ
る
と
こ
ろ
は
、
日
本
に
は
ほ

か
に
な
い
で
し
ょ
う
（
笑
）。
イ
エ
ス
だ
っ

て
、
八
戸
に
流
れ
着
い
た
ぐ
ら
い
だ
し
。」

（
何
の
こ
と
か
？
原
本
に
あ
た
り
ま
し
ょ
う
。

１
３
１
ペ
ー
ジ
で
す
）

　

新
幹
線
で
着
い
て
向
か
っ
た
先
が
何
と
新

宿
で
す
。
紀
伊
國
屋
ホ
ー
ル
で
の
三
上
博
史

の
雄
た
け
び
の
ご
と
き
歌
声
と
鬼
気
迫
る
怪

演
に
時
間
を
忘
れ
て
魅
入
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
突
然
あ
る
本
の
こ
と
が
思
い
浮
か
び
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
逆
襲
か
な
？
と
。

　

そ
の
本
は
、
麿
赤
兒
の
「
麿
赤
兒
自
伝　

憂
き
世　

戯
れ
て
候
ふ
」
で
す
。
そ
の
中
に
、

紅
テ
ン
ト
が
花
園
神
社
で
芝
居
が
で
き
た
の

は
紀
伊
國
屋
書
店
の
社
長
田
辺
茂
一
氏
が
花

園
神
社
の
氏
子
総
代
で
氏
子
た
ち
を
説
得
し

て
く
れ
た
た
め
と
の
話
が
出
て
き
ま
す
。（
田

辺
茂
一
氏
も
鈴
木
九
郎
と
同
じ
紀
州
出
身
で

す
。店
の
名
前
が「
紀
伊
國
屋
」で
す
も
の
ね
）

　

さ
ら
に
、
紅
テ
ン
ト
が
渋
谷
・
金
王
八
幡

神
社
内
で
芝
居
を
す
る
と
き
の
こ
と
が
書
か

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
公
演
チ
ラ
シ
に
新
宿
を

離
れ
た
こ
と
を
唐
十
郎
が
嘆
い
て
い
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
載
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
れ
を

捉
え
、
麿
赤
兒
は
「
唐
が
ど
れ
ほ
ど
新
宿
に

愛
着
し
義
理
や
恩
義
を
感
じ
て
い
る
か
が
わ

か
る
」
と
記
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
こ
で
大
事
件
が
起
こ
り
ま
す
。

金
王
神
社
の
境
内
か
ら
数
分
降
り
た
と
こ
ろ

　

本
年
の
松
の
内
が
明
け
た
１
月
８
日
早
朝
、

八
戸
駅
か
ら
妻
と
共
に
東
京
行
き
の
新
幹
線

に
乗
り
込
み
ま
し
た
。
目
的
は
、
俳
優
三
上

博
史
さ
ん
の
「
三
上
博
史　

歌
劇
」
の
公
演

開
始
前
日
の
ゲ
ネ
プ
ロ（
最
終
リ
ハ
ー
サ
ル
）

を
観
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
で
す
。

　

三
上
博
史
さ
ん
と
は
、
三
沢
市
の
寺
山
修

司
記
念
館
で
毎
年
５
月
４
日
の
修
司
忌
に
行

わ
れ
る
ラ
イ
ブ
に
押
し
か
け
て
い
た
こ
と
か

ら
お
友
達
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
、
東
京
公

演
の
公
開
ゲ
ネ
プ
ロ
に
お
声
が
け
い
た
だ
き
、

「
や
っ
た
ー
」
と
い
う
思
い
で
い
そ
い
そ
と

出
か
け
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
す
。

　

久
し
ぶ
り
に
駅
の
立
ち
食
い
で
「
い
か
天

そ
ば
」
を
掻
き
込
み
、
新
幹
線
の
座
席
で
早

速
取
り
出
し
た
の
は
、
朝
出
が
け
に
自
室
の

積
読
（
つ
ん
ど
く
）
山
の
中
か
ら
何
気
な
く

取
り
出
し
た
一
冊
、
宗
教
学
者
中
沢
新
一
の

「
ア
ー
ス
ダ
イ
バ
ー
」
で
し
た
。

　

読
み
始
め
る
と
そ
の
面
白
さ
に
、
な
ぜ
こ

の
本
を
こ
れ
ま
で
手
に
取
ら
な
か
っ
た
の
か

と
思
い
ま
し
た
。
真
っ
先
に
出
て
き
た
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
、
室
町
時
代
に
紀
州
か
ら
流
れ
着

い
た
鈴
木
九
郎
と
い
う
新
宿
を
拓
い
た
男
の

話
で
す
。
鈴
木
の
家
は
元
々
神
官
の
家
系
で

し
た
が
、
近
い
と
こ
ろ
の
祖
先
が
義
経
を

慕
っ
て
平
泉
に
出
か
け
滅
亡
の
戦
に
加
わ
っ

て
死
に
ま
す
。
鈴
木
家
は
日
陰
者
と
な
っ
て

し
ま
い
、
に
っ
ち
も
さ
っ
ち
も
い
か
な
く

な
っ
た
九
郎
は
紀
州
を
飛
び
出
し
、
行
き
着

い
た
先
が
人
跡
も
ま
れ
な
東
国
の
原
野
た
る

今
の
新
宿
で
し
た
。

　

あ
る
日
九
郎
は
、
手
塩
に
か
け
て
育
て
て

き
た
馬
を
市
場
に
連
れ
て
い
き
一
貫
文
で
売

り
ま
す
。
信
心
深
い
九
郎
は
、
帰
り
道
に
そ

の
銭
を
浅
草
寺
の
観
音
様
に
惜
し
げ
も
な
く

奉
納
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

途
中
ま
で
出
迎
え
に
来
た
妻
に
一
文
無
し

で
帰
っ
て
き
た
事
情
を
説
明
す
る
と
、
妻
は

「
お
前
さ
ん
、
そ
れ
は
い
い
こ
と
を
し
た
」

と
慰
め
ま
す
。
そ
の
言
葉
に
元
気
を
得
て
家

に
戻
ろ
う
と
し
た
そ
の
矢
先
、
家
の
方
角
が

煌
々
と
輝
い
て
い
ま
す
。
火
事
だ
と
思
い
慌

て
て
家
に
帰
る
と
、
家
は
燃
え
て
い
な
く
て
、

家
中
が
黄
金
で
満
た
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
黄
金
を
資
産
と
し
て
、
零
落
の
底
に
沈
ん

で
い
た
鈴
木
九
郎
は
大
富
豪
に
変
貌
し
ま
す
。

　

こ
れ
が
「
新
宿
黄
金
伝
説
」
で
す
が
、
中

沢
新
一
は
、
こ
の
話
の
中
に
「
奥
州
藤
原
氏

の
影
」
を
感
じ
取
り
ま
す
。
当
時
東
北
で
は

た
く
さ
ん
の
金
が
と
れ
、
そ
れ
を
採
取
し
て

純
化
す
る
技
術
を
も
っ
て
い
た
の
は
山
伏
た

ち
で
あ
り
、
彼
ら
は
情
報
と
物
流
に
も
独
自

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
も
っ
た
商
人
で
も
あ
っ

た
と
い
う
の
で
す
。
そ
し
て
、
山
伏
と
藤
原

氏
は
深
く
結
び
つ
き
、
藤
原
氏
は
そ
の
商
人

に
寺
山
修
司
の
天
井
桟
敷
が
あ
り
、
寺
山
修

司
か
ら
公
演
祝
い
の
花
輪
が
届
き
ま
す
。
そ

し
て
、
よ
く
見
る
と
、
こ
れ
が
何
と
葬
儀
用

の
花
輪
だ
っ
た
と
い
う
の
で
す
。
こ
れ
に

怒
っ
た
麿
赤
兒
た
ち
が
天
井
桟
敷
に
殴
り
込

み
大
暴
れ
し
ま
す
。

　

三
上
博
史
は
寺
山
修
司
に
見
い
だ
さ
れ
育

て
ら
れ
ま
し
た
。
新
宿
の
聖
地
た
る
紀
伊
國

屋
ホ
ー
ル
で
の
寺
山
修
司
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ

た
る
公
演
は
、
あ
の
と
き
へ
の
逆
襲
？

　

最
後
に
義
経
つ
な
が
り
で
、
八
戸
市
博
物

館
長
も
勤
め
ら
れ
た
故
正
部
家
種
康
さ
ん
の

著
書
「
北
の
義
経
伝
承
」
の
中
の
お
話
を

ち
ょ
っ
と
。

　

源
義
経
は
、
実
は
平
泉
で
死
ん
で
い
な

か
っ
た
。
船
で
八
戸
浦
に
到
着
、
上
陸
を
し

た
。
白
銀
に
法
官
と
い
う
名
の
家
が
あ
る
が
、

義
経
が
八
戸
に
や
っ
て
き
た
と
き
に
何
か
と

面
倒
を
見
た
家
だ
と
い
う
。
義
経
が
こ
こ
を

立
ち
去
る
時
そ
の
お
礼
と
し
て
判
官
（
ほ
う

が
ん
（
九
郎
判
官
の
判
官
））
を
名
乗
っ
て

よ
ろ
し
い
と
云
わ
れ
た
が
、
そ
の
ま
ま
名
乗

る
の
は
憚
れ
る
と
し
て
「
判
」
の
字
に
「
法
」

を
あ
て
て
名
乗
る
こ
と
と
し
た
、
と
い
う
も

の
で
す
。

　

そ
う
か
、
法
官
理
事
長
は
代
々
山
伏
と
繋

が
り
の
あ
る
家
で
育
っ
た
の
か
、
と
い
う
の

は
全
く
確
か
め
て
は
い
ま
せ
ん
が
、
こ
の
度
、

法
官
理
事
長
の
お
声
が
け
が
あ
り
、
昨
年
６

月
か
ら
八
戸
学
院
の
皆
様
の
お
仲
間
に
加
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

旧
字
（
あ
ざ
）
六
つ
の
地
域
を
統
合
し
て

美
保
野
と
い
う
天
か
ら
舞
い
降
り
て
き
た
よ

う
な
麗
し
き
名
前
が
付
け
ら
れ
た
の
は
昭
和

35
年
の
こ
と
で
し
た
。
こ
の
美
保
野
を
拠
点

に
、
人
づ
く
り
の
理
想
を
掲
げ
、
優
れ
た
多

く
の
人
材
を
世
に
送
り
出
し
て
き
た
八
戸
学

院
関
係
者
の
こ
れ
ま
で
の
ご
努
力
に
心
か
ら

の
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

今
、A

m
azing Grace

の
メ
ロ
デ
ィ
ー
が

ど
こ
か
ら
と
も
な
く
聴
こ
え
て
く
る
よ
う
な

こ
の
美
保
野
の
地
に
立
つ
と
き
、
八
戸
学
院

が
、
学
問
・
芸
術
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
を
は
じ

め
と
し
て
多
く
の
分
野
で
築
き
上
げ
て
き
た

豊
饒
な
大
地
の
上
に
、
さ
ら
に
美
し
い
花
を

咲
か
せ
る
べ
く
、
で
き
る
限
り
の
役
割
を
果

た
し
た
い
と
の
想
い
を
強
く
し
て
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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２
月
の
あ
る
日
。
昨
日
ま
で
の
春
の

よ
う
な
陽
気
か
ら
一
転
、
一
晩
で
美
保

野
キ
ャ
ン
パ
ス
は
雪
景
色
に
変
わ
り

ま
し
た
。
日
が
昇
る
前
か
ら
除
雪
作

業
が
始
ま
り
、
学
生
が
登
校
す
る
頃

に
完
了
。
明
け
方
に
は
雪
が
止
み
、
雲

の
隙
間
か
ら
青
空
が
の
ぞ
き
始
め
た

時
、
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
に
は
雪
の
ト

ン
ネ
ル
が
出
来
て
い
ま
し
た
。
青
空
と

雪
の
見
事
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
に
、
足
を

止
め
て
ス
マ
ホ
で
撮
影
す
る
学
生
や

教
職
員
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

学生駐車場の除雪の様子


